
1．都市計画道路中　3・1・4号稲越国府台線ほか1路線を次のように変更する。

番号 路線名 起点 終点 主な経過地
構造
形式

車線
の数

地表式の区間における
鉄道等との交差の構造

3・1・4 稲越国府台線
市川市
稲越町

市川市
国府台
５丁目

市川市
北国分町

約 2,800 ｍ 地表式 4車線 40～72 ｍ 幹線街路と平面交差2箇所

3・1・5 大町線
市川市
大町

市川市
大町

市川市
大町

約 2,040 ｍ 地表式 4車線 51～67 ｍ
北総鉄道と立体交差
幹線街路3・3・9号柏井大町線と立体交
差（連結側道とは平面交差1箇所）

「区域及び構造は計画図表示のとおり」

理由

　1・3・3号北千葉道路1号線及び1・3・4号北千葉道路2号線の新規決定に伴い、幅員を一部変更するとともに、車線数を決定するものである。

　また、本都市計画による3・1・4号稲越国府台線ほか1路線の事業が周辺環境に与える影響については、一般国道464号北千葉道路（市川市～船
橋市）の環境影響評価準備書に示す通り、都市計画を定める上で支障がないと判断する（環境影響評価が作成されたものについては、環境影響
評価書とする）。
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市川都市計画道路の変更（千葉県知事決定）

種別

名称 位置 区域 構造

備考
延長 幅員
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2．都市計画道路に1・3・3号北千葉道路1号線ほか1路線を次のように追加する。

番号 路線名 起点 終点
主な

経過地
構造
形式

車線
の数

地表式の区間における
鉄道等との交差の構造

1・3・3 北千葉道路1号線
市川市
稲越町

市川市
堀之内
1丁目

約 1,210 ｍ 地下式 4車線 27～41 ｍ

1・3・4 北千葉道路2号線
市川市
大町

市川市
大町

約 2,040 ｍ
嵩上式
地表式

4車線 23～52 ｍ

市川市
大町

市川市
大町

約 1,430 ｍ 嵩上式 23～52 ｍ

約 610 ｍ 地表式 24～27 ｍ

「区域及び構造は計画図表示のとおり」

理由

  北千葉道路の整備を促進するため、1・3・3号北千葉道路1号線及び1・3・4号北千葉道路2号線を新規決定する。

自
動
車
専
用
道
路

構造形式の内訳

なお、大町地内に出入口を設ける。

出口 終点方向
入口 起点方向

3・1・5号大町線に接
続

　また、本都市計画による1・3・3号北千葉道路1号線ほか1路線の事業が周辺環境に与える影響については、一般国道464号北千葉道路（市川市～
船橋市）の環境影響評価準備書に示す通り、都市計画を定める上で支障がないと判断する（環境影響評価が作成されたものについては、環境影響
評価書とする）。

種別

名称 位置 区域 構造

備考
延長 幅員
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市川都市計画道路（千葉県決定）の変更理由書 

 

一般国道464号北千葉道路は、東葛地域、北総地域の東西方向の骨格となり、首都圏北部、千葉ニュータウン、成田国際空港を結ぶ全長

約 43 ㎞の幹線道路であり、国際競争力の強化を図るとともに、地域間の交流連携、物流の効率化など、地域の活性化に寄与するもので   

ある。本路線は、鎌ケ谷市から印西市間の約19.7㎞が整備済みとなっており、残る区間のうち印西市から成田市間の約13.5㎞が整備中で

あり、市川市から鎌ケ谷市間の約9㎞が未整備となっている。 

市川市から鎌ケ谷市間は、東西方向の幹線道路が脆弱なため、一般国道464号や並行する県道等では、慢性的に渋滞が発生しているほか、

緊急輸送道路1次路線となっている一般国道464号や並行する一般国道356号、一般国道296号はいずれも2車線しかなく、緊急輸送道路

として脆弱なため、災害時の緊急輸送ネットワークの強化が必要となっている。 

これら地域の課題等を解決するとともに、首都圏（外環道）と成田国際空港を連結することから、自動車専用道路（専用部）と一般国道

（一般部）の併設構造とし、東京外かく環状道路（市川市）から一般国道 16 号（船橋市）間延長約 15km の専用部と、一般国道 298 号    

（市川市）と県道船橋我孫子線（鎌ケ谷市）間約9㎞の一般部を同時期に計画、整備することを国、県、沿線市で構成する北千葉道路連絡

調整会議等において関係者で確認している。 

以上より、一般国道 464 号北千葉道路は、沿線地域に与える影響が大きい道路であり、市川都市計画区域から成田都市計画区域に至る 

広域的な範囲における根幹的な都市施設として都市計画に位置づけられているが、新たに自動車専用道路が計画されるとともにインター 

チェンジや副道等の整備も計画されたことから、市川都市計画区域から船橋都市計画区域までの都市計画道路について変更を行うもので 

ある。 

「市川都市計画区域」については、北千葉道路の整備を促進するため、都市計画道路 1・3・3 号北千葉道路 1 号線及び都市計画道路    

1・3・4号北千葉道路2号線を都市計画道路に追加するとともに、都市計画道路3・1・4号稲越国府台線、都市計画道路3・1・5号大町線

について、幅員等を変更し、併せて車線数を4車線に決定する都市計画変更を行うものである。 
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番号 路線名 旧番号 旧路線名 起点 終点 線形 延長
構造
形式

幅員
車線
の数

備考

3・1・4 稲越国府台線 － － － － － － －
40ｍ→
40～72ｍ

4車線
1・3・3号北千葉道路1号線の新規決定に伴い、幅
員を一部変更するとともに、車線数を決定

3・1・5 大町線 － － － － －
2,350ｍ→
2,040ｍ

－
40ｍ→
51～67ｍ

4車線
1・3・4号北千葉道路2号線の新規決定に伴い、延
長、幅員を一部変更するとともに、車線数を決定

市川都市計画道路の概要（千葉県知事決定）

名　　称 変　更　の　内　容

－
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柏市 

白井市 

八千代市

鎌ケ谷市 

松戸市 

東
京
外
か
く
環
状
道
路 

(

主)

船
橋
我
孫
子
線 

北国分駅 

秋山駅 

松飛台駅 

新八柱駅 

大町駅 

新鎌ケ谷駅 

北初富駅 初富駅 

鎌ケ谷駅 

白井駅 

小室駅 

 

 

凡  例 

変更箇所 

縮尺 1/50,000 

市川市 

市川市 

船橋市 

位置図 

本八幡駅 

六実駅 

国道４６４号 

至 柏 

至 上野 

至 東京 

至 松戸 

至 成田 

至 千葉 

至 柏 

至 船橋 至 津田沼 

八千代市 

印西市 

西白井駅 

北習志野駅 

くぬぎ山駅 

－5－ 

市川都市計画道路の変更について（千葉県決定） 

松戸市 

東松戸駅 

3・1・5（51～67ｍ）4車線 

大町線 

1・3・4（23～52ｍ）4車線 

北千葉道路２号線 

3・1・4（40～72ｍ）4車線 

稲越国府台線 

1・3・3（27～41ｍ）4車線 

北千葉道路１号線 



 

3,800m23,800 ㎡ 

3・3・7(22m)4 車線  

 

4,100m2

(22m)
３・１・４（４０～７２ｍ）４車線 

稲越国府台線（県決定） 
 １・３・４（２３～５２ｍ）４車線 

北千葉道路 2号線（県決定） 

３・１・５（５１～６７ｍ）４車線 
大町線（県決定） 

１・３・３（２７～４１ｍ）４車線 
北千葉道路 1号線（県決定） 

 

 

凡  例 

 
追 加(県決定) 

追 加(市決定) 

縮尺 1/10,000 
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市川都市計画道路の変更について（千葉県決定） 

計画図 1 

市川市 

松戸市 

市川市 

３・３・９（２９～４０ｍ）４車線 
柏井大町線（市決定） 

 

(16m)



 

3・
4・

2
3
(
16
m
) 

(16m)

１・３・４（２３～５２ｍ）４車線 
北千葉道路 2号線（県決定） 

 

３・３・９（２９～４０ｍ）４車線 
柏井大町線（市決定） 

計画図 2 

市川都市計画道路の変更について（千葉県決定） 

市川市 

 

凡  例 

 
追 加(県決定) 

追 加(市決定) 

縮尺 1/10,000 

松戸市 

3,400m2

鎌ケ谷市 

３・１・５（５１～６７ｍ）４車線 
大町線（県決定） 

 

3,000m2
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意見書の要旨の提出について 

 
 
都市計画法第２１条第２項において準用する同法第１７条第１項の規定に 

より、都市計画の案を公衆の縦覧に供したところ、意見書の提出があったので、

同法第２１条第２項において準用する同法第１８条第２項の規定により、その 

要旨を貴審議会に提出します。 
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市川都市計画道路の変更に係る意見書の要旨 
 
１       松戸市 
 ① 北千葉道路が敷地を通ることで畑や家などが壊され、どうしても守りたい 

３本の木も切られてしまうので反対するといった、公述の意見が反映されたも

のではないため、計画に反対する。 

 ② 井戸水が減少したり、井戸水の水質が悪化したりする可能性のある北千葉道

路はやめてほしい。 

 ③ 北千葉道路ができたら大町駅付近にある弁天池が干上がり、子供たちがザリ

ガニ釣りや水遊びができる場所が奪われてしまう可能性が高い。 

 ④ 北千葉道路ができたら、うちの体験農園はすべて奪われ、生活の糧を失うだ

けでなく、色々な人たちが自然と触れ合える場所がなくなってしまう。 

 
２       市川市 
 ① 市川市の住宅地を縦断する外環道に、大量の大型車を含むこのような交通量

を導きいれることは都市政策、交通政策として誤りである。 
 ② 計画が事業化すれば、松戸市秋山地区、市川市稲越地区の多数の住民は立ち

退かなければならない。街を分断し、この地域の生活環境を破壊してしまう。 
 ③ 優良な梨栽培地域である市川市大野地区を縦断し、この地域の梨栽培に大き

な打撃をもたらす。 
 ④ 物流施設など周辺土地利用を大きく変えることを前提とした道路計画で 

あり、市川市北部に残されている緑地を大きく失わせる。これは単に景観だけ

でなく、治水面から保水機能、大気汚染の防止機能など重要な都市機能を失わ

せる。接続する都市計画道路３・３・９号は、こうした影響をさらに面的に  

広げることになる。 
 ⑤ 都市計画決定過程に以下の問題点があり、「住民意見を踏まえた都市計画案」

とは言えない。 

１）構想段階評価において、道路の必要性、特に自動車専用道路の必要性に  

ついての議論に住民が参加する機会がなかった。住民説明会においては、  

住民の意見を多少とも反映させようとする姿勢のないものであった。 

２）説明は道路の路線や基本構造のみに限定され、道路計画の基本となる交通

量は計画決定の最終段階まで明らかにされなかった。 

３）説明会、オープンハウスなどの会場は、計画路線の住民にとっては遠く、

参加しづらい場所であり、参加できた住民は極めて限られていた。堀之内
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地区、稲越地区、大町地区の３か所で開催すべきであった。 

⑥ 一般国道に加え自動車専用道を併設することの是非については、環境面から

の検討結果を踏まえたものでなければならないと考える。 

－１０－ 


